
課題 その他の空き家に代表される「自分から動き出せない空き家所有者」への効果的な打ち手がないこと

目的 空き家所有者へ空き家の現状と価値を伝え、所有者の意識に変化を促すことで、空き家を動かすこと

取組内容 参加自治体募集→自治体連携→空き家調査DM送付→空き家所有者への空き家調査→調査レポート提出＆
所有者意識アンケート実施

成果 案内(DM送付)547件→調査実施92件（16.6％）→空き家バンク掲載予定49件

別添資料４地域の空き家の可能性見える化プロジェクト（FANTAS technology㈱）
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■自治体との連携

各地域の動かない空き家所有者に対して、現在の空き家の状態や潜在価値を示すことで、意識を変化させ、市場に流通させる取り組みです。
調査後は「売却想定価格」「賃貸想定価格」「修繕費用」「ハザード情報」を記載したレポートを提出し、所有者の活用意識を高めます。

調査後のアンケート結果によると、今まで、「利活用を検討していたが動き出せていなかった人」や「利活用の意向がなかった人」の50%の方が今後

の活用に前向きな回答を頂いており、プロジェクトから新たに49件の（調査前から登録の17件を含む）空き家バンクの利用希望者が現れました。

■プロジェクト概要

■サービスフロー＆成果実績

現地物件調査 可能性のご提案
空き家所有者
アプローチ

DM送付547件 調査依頼92件

調査後の空き家バンク登録予定

49件/92件中


